
(1) 昭和35年10月15日

評

議

員

殿

支

部

長

殿
全
国
支
部
長
評
議
員
会
開
催
御
通
知

来
る
十
一
月
五
日
(
土
曜
日
)
午
後
二
時
よ
り
母
校
に
於
い
て
、
東

京
歯
科
大
学
同
窓
会
全
国
支
部
長
評
議
員
会
を
開
催
致
し
ま
す
。

御
多
忙
中
恐
縮
乍
ら
御
出
席
下
さ
い
ま
す
様
御
通
知
致
し
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
十
月
十
五
日

会

頭

矢

崎

正

方

既
に
前
号
で
予
報
致
し
ま
し
た
よ
う
に

一会
、
学
生
会
が
共
に
こ
れ
に
参
加
、
小
規

報
一

例
年
十
一
月
三
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
同

一模
な
が
ら
意
義
深
い
種
諸
の
記
念
事
業
を

4
2

一

一

会
一

窓
会
総
会
は
、
本
年
に
限
り
来
る
十
一
月

一開
催
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
尚
、
同

窓
一

六
日
(
日
)
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
決
定

一窓
会
総
会
当
日
に
は
進
学
課
程
主
事
木
下

澗
一

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
本
学
は
本

一隆
治
教
授
の
「
家
業
と
し
て
の
歯
科
医
業

九
一

年
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
そ
の

一
は
ど
う
な
る
か
」
と
い
う
演
題
で
、
歯
科

枇
一

記
念
行
事
が
こ
の
総
会
当
日
を
中
心
と
し

一医
業
の
本
質
と
進
む
べ
き
道
、
新
ら
し
い

歯
一

て
前
後
約
一
週
間
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

一医
業
形
態
と
そ
の
管
理
に
つ
い
て
等
々
御

京
一

ま
し
た
。
今
回
は
、
特
に
学
内
開
放
な
ど

一講
演
を
う
か
が
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

買

-
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
、
同
窓
会
、
父
兄

一皆
様
の
御
来
会
を
御
待
致
し
て
お
り
ま
す

母
校
創
立
七
十
周
年
記
念
会

第
六
十
六
回
同
窓
会
総
会
と

第76号

会

滋

3

田

七

窓

t
m

榊

ノ

所

向

、

方

凶

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
会
報
…一
刊
行
即
日
ω

開

崎

発

劃

行

問

問

三

京

時

一

円

師

東
勧
世
間
四

同

窓

各

位
左

記

↓
、
日
時
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
六
日
(
日
曜
日
)
午
前
中
〔
同
窓
会
総
会
午
前
の
部
に
引
続
い
て
開
始
〕

一

、

会

場

母

校

講

堂

式

典

次

第

一
、
記
念
式
一
、
永
年
勤
続
者
表
彰
式

一
、
奥
村
先
生
胸
像
除
幕
式

一
、
物
故
教
職
員
同
窓
会
員
の
慰
霊
祭

学
校
法
人
東
京
歯
科
大
学

東

京

歯

科

大

学

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会

東
京
歯
科
大
学
父
兄
会

会会学理
事

長頭長長

大矢福石

塚崎烏河

豊正秀幹

美方策武

母
校
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典

謹

告

本
学
は
本
年
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
記
念
し
て
母
校
創
立
七
十
周
年
記
念
式
典
を
左
の
通
り
挙
行

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

何
卒
御
来
臨
賜
わ
り
ま
す
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

敬

具

田
和
三
十
五
年
十
月
十
五
日

会

員

各

位

殿

一

、

閉

会

の

辞

・
な
お
例
年
の
通
り
器
械
材
料
の
展
示
即
売
会
を
開
催
致
す
予
定
で
す
。
(
第
一
教
室
)

会

頭

矢

崎

第

六

十

六

回

総

会

開

催

通

知

左
記
次
第
に
よ
り
第
六
十
六
回
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
総
会
を
開
催
致
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
数
会
員
各
位
御
誘

い
合
せ
の
上
御
来
会
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
致
し
ま
す
。

一
、
日
時
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
六
日
(
目
隠
日
)
自
午
前
九
時
至
午
後
四
時

一

、

会

場

母

校

講

堂

次

第

O
午
前
九
時
開
会

一
、
開
会
の
辞
一

、
会

頭

挨

拶

一

、

報

O
午
後
二
時
J
四
時

講
演

「
家
業
と
し
て

の
歯
科
医
業
ば
ど
う
な
る
か
」

ー
新
し
い
医
業
形
態
と
そ
の
管
理

l

教

授

木

下

隆

治
君

とと
Eヨ

一
、
議

事

一
、
血
脇
賞
授
賞

正

7芳
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学

債

の

募

集

に

つ

い

て

拝
密
爽
涼
の
候
益
々
御
健
勝
の
事
と
御

一債
募
集
の
件
に
つ
き
其
の
経
過
を
御
報
告

慶

申

上

げ

ま

す

。

一

申

上

げ

更

に

御

討

議

を

願

っ

た

次

第

で

す

去
る
六
月
十
八
日
前
任
河
村
会
頭
が
辞
一
併
し
当
日
は
未
だ
学
校
法
人
評
議
員
会

任
さ
れ
る
に
就
て
全
国
支
部
長
会
が
開
催
一
の
最
後
的
決
定
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
の

さ
れ
、
其
の
際
私
が
会
頭
の
重
職
に
つ
く
一
で
、
同
窓
会
と
し
て
は
、
如
何
な
る
方
針

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
元
来
不
肖
の
身
一
の
下
に
会
員
諸
氏
の
御
協
賛
を
願
う
可
き

到
底
同
窓
諸
氏
が
満
足
さ
れ
る
様
な
会
務
一
か
は
未
決
定
の
ま
ま
、
要
望
的
条
件
に
つ

を
運
営
い
た
す
事
は
至
難
の
こ
と
と
存
じ
一
き
意
志
表
示
を
な
し
、
近
く
全
国
評
議
員

ま
す
の
で
今
後
凡
て
の
方
面
に
関
し
て
多
一
会
を
聞
く
事
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

数
の
御
助
言
と
御
援
助
と
を
願
う
次
第
で
一
更
に
八
月
三
日
学
償
委
員
会
が
母
校
に

あ

り

ま

す

。

一

於

て

開

催

さ

れ

、
先
に
学
校
法
人
評
議
員

去
る
七
月
下
旬
、
東
京
歯
科
大
学
当
事
一
会
で
決
定
さ
れ
た
学
債
発
行
の
件
に
関
し

者
か
ら
今
回
市
川
病
院
の
増
改
築
、
東
京
一
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
其
の
結
果
、こ
の

歯
科
大
学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
研
究
室
、
同
口
一
委
員
会
に
於
て
種
々
の
条
件
を
附
し
て
同

腔
衛
生
学
講
座
新
設
、
並
び
に
歯
科
衛
生
一
窓
諸
氏
の
応
募
を
乞
う
事
に
決
定
、
こ

の

土
学
校
講
議
室
増
築
を
致
す
事
と
な
り
、

一
旨
が
再
度
同
窓
会
に
申
出
が
あ
り
ま
し
た

こ
れ
に
必
要
な
る
資
金
に
つ

い
て
は
、
同
一
依
っ
て
同
窓
会
本
部
と
し
て
は
、
学
債
募

窓
及
び
ハ
久
兄
か
ら
学
債
を
募
集
す
る
と
の
一
集
の
件
は
重
要
な
る
事
項
で
あ
り
、
更
に

計
画
が
発
表
さ
れ
、
同
時
に
同
窓
会
に
依
一
東
京
歯
科
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業

頼
が
あ
り
ま
し
た
。
早
速
に
緊
急
在
京
評
一
の
協
力
及
び
会
務
運
営
に
関
し
、
本
会
会

議
員
会
を
去
る
七
月
三
十
日
開
催
、
在
京
一

則
の
整
備
等
重
要
な
る
事
項
が
あ
り
ま
す

評
議
員
多
数
の
御
出
席
を
賜
り
、
こ
の
学
一
の
で
、
こ
の
際
会
国
評
議
員
会
及
び
支
部

会

開

催

る

か
ね
て
学
校
側
か
ら
依
頼
さ
れ
た
学
債

一
に
討
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
学
債
及
び
七

募
集
と
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
協
力
の
一
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

件、

更
に、

同
窓
会
会
則
改
正
そ
の
他
二
一
趣
意
に
よ
っ
て
全
国
支
部
長
及
び
評
議
員

三
の
重
要
事
項
を
討
議
せ
ん
が
た
め
、
矢
一
を
通
じ
て
会
員
諸
氏
の
全
面
的
御
協
力
を

崎
会
頭
は
、
去
る
八
月
二
十
七
日
全
国
評
一
願
う
こ
と
と
な

っ
た
。
又
、
会
則
改
正
に

議
員
会
及
び
支
部
長
会
を
招
集
、
黒
崎
、
一

つ
い
て
は
、
二
、
三
の
改
正
条
項
が
討
議

徳
永
両
支
部
長
の
議
長
の
も
と
に
、
数
時
一
さ
れ
、
十
一
月
の
総
会
で
最
終
的
承
認
を

聞
に
わ
た

っ
て
こ
れ
ら
の
諮
問
題
を
慎
重
一
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

全

国

評

議

員

会

及

び

支

部

長

さ

長
会
を
開
催
し
広
く
全
会
員
の
意
向
を
伺

一

ぃ
、
こ
れ
に
従
う
事
が
最
良
の
方
法
で
あ
一

前

奥

村

学

長

胸

像

建

立

資

金

募

金

に

つ

い

て

る
と
考
え
八
月
二
十
七
日
第

一
回
全
国
評
一

議
員
会
並
び
に
支
部
長
会
を
招
集
し
、
こ
一
東
京
歯
科
大
学
創
立
七
十
周
年
記
念
事

一
事
と
な
り
ま
し
た
。
支
部
長
各
位
に
は
、

の
重
要
問
題
の
御
討
議
を
煩
し
た
次
第
で
一
業
は
来
る
十
一
月
六
日

(日
)
同
窓
会
総

一
御
多
忙
中
恐
縮
乍
ら
貴
支
部
会
員
諸
氏
の

す

。

一

会

当

日

を

中

心

と

し

て

前

後

約

一

週

間

挙

一
熱
意
に
よ
り
多
数
御
応
募
賜
り
ま
す
様
格

当
日
は
速
く
山
形
県
、
福
島
県
、
新
潟
一
行
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
本
記
念
事
一
段
の
御
骨
折
を
懇
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま

県
、
富
山
県
、
岡
山
県
、
兵
庫
県
、
大
阪
一
業
計
画
委
員
会
に
於
て
は
、
記
念
事
業
計

一
す。

府
、
愛
知
県
、
静
岡
県
等
を
始
め
近
県
並
一
画
の
一
つ
と
し
て
母
校
の
興
隆
と
歯
科
医

一
一
、
募
金
金
額
一
口
金
参
百
円
也

び
に
在
京
の
評
議
員
支
部
長
百
十
数
名
の
一
育
及
び
歯
科
医
政
面
等
に
真
に
偉
大
な
る
二

、
募
集
期
日
十
月
末
日

御
出
席
を
賜
り
酷
暑
の
中
長
時
間
に
わ
た
一
功
績
を
残
さ
れ
た
前
学
長
奥
村
鶴
吉
先
生
一
尚
貴
支
部
募
金
を
御
取
り
ま
と
め
の
上

り
慎
重
に
こ
の
重
要
案
件
に
つ
い
て
御
審
一
の
御
遺
徳
を
、
後
世
に
残
す
た
め
胸
像
建
一
同
窓
会
本
部
宛
送
金
方
御
願
い
申
上
げ
ま

議
を
願
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
其
の
席
上

一
立
の
議
が
起
り
満
場
一
致
を
以
て
可
決

一
す。

福
島
学
長
よ
り
今
回
の
学
債
募
集
の
件
に
-
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
胸
像
健
立
の
件
に
就

一

記
念
事
業
に
関
し
て
は
い
ず
れ
会
誌
に

つ
い
て
は

一
て
は
同
窓
会
全
国
評
議
員
会
に
於
て
、
こ
一
掲
載
致
し
ま
す
予
定
で
す
。

一
、
募
集
期
日
に
制
限
は
な
い
一
の
計
画
を
全
面
的
に
協
力
す
る
こ
と
に
決

一

支
部
長
殿

二
、
従
来
の
寄
附
金
募
集
の
際
採
ら
れ
た
一
定
を
み
ま
し
た
の
で
、
早
速
に
募
金
致
す

一

様
な
支
部
又
は
個
人
に
対
す
る
割
当
は

一

絶
対
に
行
わ
な
い

一

三
、
入
学
問
題
に
は
関
聯
し
な
い
一

四
、
学
債
は
計
画
通
り
必
ず
返
済
し
J

将
一

来
如
何
な
る
条
件
下
に
於
て
も
寄
附
等
一

の

形

は

と

ら

な

い

一

臣

等
の
条
件
を
言
明
せ
ら
れ
、
飽
く
迄
個
人
一
世

の
善
意
の
協
力
に
候
っ
て
行
い
た
い
の
で

τ

多
数
同
窓
の
御
援
助
を
乞
弓
と
の
御
挨
拶
一
ー

が

あ

り

ま

し

た

。

一

望

同
窓
会
と
し
て
は
会
員
諸
氏
に
従
来
か
一
円

ら
種
々
の
点
に
就
て
多
大
の
御
援
助
を
賜
一

っ
て
居
り
ま
す
の
で
、
今
回
の
事
業
に
つ
一

い
て
は
、
其
の
理
由
と
経
済
的
処
置
と
に
一

就
て
各
自
の
よ
り
深
き
御
判
断
と
充
分
な
一

る
御
理
解
を
得
た
上
で
始
め
て
こ
の
学
債
一

募
集
の
成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
一

れ
ま
す
の
で
、
近
く
学
校
か
ら
御
手
許
に
一

届
く
筈
の
依
頼
を
御
熟
読
の
上
、
貴
支
部
一

会
員
に
充
分
徹
底
す
る
様
御
配
意
賜
り
た
一

く

御

願

申

よ

げ

ま

す

。

一

昭

和

三

十

五

年

九

月

八

日

一

東

京

歯

科

大

学

同

窓

会

一

会

頭

矢

崎

正

方

一

支
部
長
生

評
議
員
民

立

佐

(

他

四

氏

)

宴

会

第

一

回

役

員

会

開

催

通

知

…

来
る
十
一
月
五
日
午
後
一
時
よ
り
母
校
に
お
い
て
役
員
会
を
聞
き
ま
す
の
で

一

御
通
知
致
し
ま
す
。

一

i
h
i
-
-
jEi
i
t
h
 

-

-

母
校
創
立
七
十
周
年
祝
賀
会
開
催
案
内

一
母
校
は
明
治
二
十
三
年
一
-月
高
山
歯
科

一

2
ナ
院
の
名
を
以
て
芝
伊
皿
子
に
誕
生
以

一

A

、
春
秋
こ
こ
に
七
十
年
、
そ
の
間
幾
度
一

r
世
運
の
変
遷
が
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
く

一

工
の
大
勢
に
順
応
し
今
や
大
学
院
を
有
す

一

叫
歯
科
大
学
と
じ
て
光
彩
陸
離
た
る
今
日

一

り
発
展
を
致
し
ま
し
た
。

一

今
回
七
十
周
年
記
念
祝
典
を
挙
げ
ら
れ

一

る
に
当
り
、
左
記
に
よ
り
同
窓
各
位
と
一

一

堂
に
会
し
こ
の
喜
悦
を
共
に
し
、
校
運
の

一

隆
昌
を
祝
福
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
有

一

志
多
数
御
誘
引
の
上
挙
っ
て
御
参
加
下
さ

一

る
よ
う
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
三
十
五
年
十
月
十
五
日

東
京
歯
科
大
学
同
窓
会

同
窓
各
位

左
記日
時
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
六
日
午

後
五
時
(
総
会
終
了
後
)

会
場
椿
山
荘
文
京
区
関
口
台
町
四
一

電
話
(
九
四
一

)
O
一
一
七

会
資
金
壱
千
円
也

(当
日
受
付
へ
御

弘
込
み
の
こ
と
)

な
お
準
備
の
都
合
も
あ
り
ま
ず
か
ら
御

参
加
の
各
位
は
会
報
同
封
の
「
は
が
き
」

に
よ
り
十
一
月
五
日
ま
で
に
御
出
席
の
旨

御
申
込
み
下
さ
い
。
又
御
差
支
え
の
た
め

不
参
加
の
場
合
は
投
函
御
無
用
と
御
諒
承

下
さ
い
。
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中

金
弐
千
九
拾
円

差
引
残
高

埼埼埼埼 文文世王板静静埼千足文文文世王板 文深目玉板静江金

水 水田 田火 戸芸
害玉玉玉玉害京京谷子橋岡岡玉菜立京京京谷子橋災京川黒子橋岡川万

見
舞 舞 舞千
喜下下忠忠書中須小青鈴杉岡田青花河福高尾岡問金荒白石上武堀田円

弔川三平平隈隈香村藤熊山木山山中山田野本橋崎 村三井川嶺野田江口火
慰 千千 万災
全し円 甲 内 一政一禄 三豊 一行竜親円賢伝正修繁芳一
ーづ宛 宛 七

長え 飴ー亨賢 毅栄路行志郎章滋郎治担博夫弘一和.ー亨亮男三樹治官
刀~ l】

金君 君君君君 君君君君君君君君君君君君君君君君害君君君君君君君揺
啓 一 一一一一一ー 見

埼埼静 静静埼中足文文深王牛静静埼足豊喜 静静埼中足文

玉玉岡 問問玉野立京京川子込岡岡玉立島万 岡岡玉野立京
円

中 成成遠 城木小今児武河山飯渡土杉五古道 沢有吉掘日倉

JI! 回目藤 内村笠原井玉石江本島辺屋本十嵐沢 田本井 高持

平 俊俊 寿巨 竜賢義カ為金為満 'J三c 善 国

τE企'j 之馬茂 郎郎太稔二一弘男之司吉枝幸治滋巌 太郎穣郎奨難清

君 君君君 君君君君君君君君君君君君君君君 君君君君君君

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
共
済
基
金
会
計
報
告
(
続
)

告報

幹至自
昭昭
事和和

十十
大白三三
年年
十

橋川二
月月

十一
忠亨一
日日

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
奨
学
資
金
会
計
報
告

自

昭

和

三

十

三

年

一

月

一

日

至
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

差
引
残
高

一
、
金
壱
百
六
拾
八
万
弐
千
五
百
五
拾
八
円
也

内

訳
金
五
拾
参
万
円

金
五
拾
参
万
円

金
五
拾
参
万
円

金
五
万
参
千
参
拾
六
円

金
参
万
九
千
五
百
弐
拾
弐
円

日
本
相
互
銀
行
定
期
預
金

富
士
銀
行
定
期
預
金

三
菱
銀
行
定
期
預
金

三
井
銀
行
普
通
預
金

日
本
相
互
銀
行
普
通
預
金

収

入
一
、
金
弐
百
弐
万
弐
千
五
百
五
拾
八
円

内

訳

金
壱
百
九
拾
壱
万
七
千
参
百
五
拾
七
円

金
一
拾
万
五
千
二
百
壱
円

支

出
一
、
金
参
拾
四
万
円
也

内

訳

金

参

拾

四

万

円

銭

別

杉
山
不
二
氏
欧
州
出
張
(
弐
拾
万
円
)

鈴
木
鍾
美
氏
海
外
出
張
(
五
万
円
)

米
沢
和
一
氏
欧
州
出
張
(
参
万
円
)

高
添
一
郎
氏
ス
エ

l
デ
ン
留
学
(
参
万
円
)

河
村
顕
氏
仏
国
留
学
(
参
万
円
)

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
基
金
会
計
報
告

自

昭

和

三

十

三

年

一

月

一

日

歪
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

:

l

iー

幹

事

E

J

4EJ

大

橋

一
、
金
弐
百
弐
拾
四
万
九
千
六
百
四
拾
四
円
也

内

訳

金
八
拾
四
万
九
千
六
百
四
拾
四
円

金
五
拾
参
万
円

金
八
拾
七
万
円

三
井
銀
行
普
通
預
金

日
本
相
互
銀
行
定
期
預
金
一

三
菱
銀
行
定
期
預
金

前
年
度
繰
越
金

銀
行
預
金
利
子

十
一
月
五
日
(
土
)
午
前
九
時

J
午
後
五
時
半

会
場
母
校
講
堂

特
別
講
演

一
、

「
赤
血
球
は
何
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
か
?
」

母
校
助
教
授
森
下
敬
一

一
、
「
口
腔
癌
の
診
断
と
治
療
」

母
校
教
授
長
尾
喜
景

母
校
教
授
=
一
崎
紗
郎

@
第
二
回
歯
科
基
礎
医
学
会
総
会

期
日
十
一
月
十
一

、
十
一
一
、
十
三
日

(金
1
日
)

会
場
私
学
会
館
、
東
京
歯
大

演
題
内
容

I
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

A
口
腔
腫
療
の
生
態

B
歯
牙
と
栄
養
と
の
現
状

C
歯
槽
膿
漏
の
原
因
と
治
療
に
関

す
る
基
礎
学

D
断
蝕
好
発
部
位
の
基
礎
学
的
検

討

H
一
般
講
演
(
略
)

創
立
七
+
周
年
記
念
行
事

一
、
十
月
二
十
三
日
(日
)

大
運
動
会
市
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

一
、
十
一
月
五
日
(土
)

東
京
歯
科
大
学
学
会
総
会
母
校
講
堂

一
、
十
一
月
六
日
(目
)

同
窓
会
総
会
ぴ
記
念
式
典
、
祝
賀

会
母
校
及
び
椿
山
荘

一
、
+
一
月
九
日
(水
〉

学
生
会
の
集
ひ
干
代
田
公
会
堂

「記
念
講
演
、
東
大
糸
川
英
夫
教
授
」

そ
の
他
七
十
周
焦
記
念
会
誌
の
発
行

第
一
五
二
回
東
京
歯
科
大
学
学
会

(
片
品
冨
)

第
二
回
歯
科
基
礎
医
学
弐
総
会

母
校
創
立
七
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て

左
記
の
二
学
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
御
案
内
致
し
ま
す
。

。
第
一
五
二
回
東
京
歯
科
大
学
学
会
(
総

ム
耳
)
期
日
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収

入
一
、
金
八
万
四
千
四
百
七
円
也

内

訳

金
五
万
円

金
参
万
参
千
五
百
参
円

金
九
百
四
円

支

出
一
、
金
四
万
円
也

内

訳

金
弐
万
円

金
弐
万
円

差
引
残
高

一
、
金
四
万
四
千
四
百
七
円
也

内

訳

金
四
万
四
千
四
百
七
円

井
銀
行
本
庖
普
通
預
金

福
島
秀
策
氏
へ
授
賞

西
条
征
男
氏
へ
授
賞

経
常
部
よ
り
積
立

前
年
度
繰
越
金

銀
行
預
金
利
子

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
血
脇
賞
基
金
会
計
特
告

自

昭

和

三

十

三

年

一

月

一

日

至
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

幹

事

対

飢

騨

収

入
一
、
金
弐
拾
六
万
弐
百
七
拾
五
円
也

内

訊

金
弐
拾
四
万
参
千
四
百
八
拾
九
円

金
壱
万
六
千
七
百
八
拾
六
円

支

出
一
、
ナ
シ

差
引
残
高

一
、
金
弐
拾
六
万
弐
百
七
拾
五
円
也

内

訳

金
弐
拾
万
円

金
六
万
弐
百
七
拾
五
円

幹

通普" 友信託住 銀行重幸I 前年度

事

大白

預金 行銀 子 繰越金

橋川イ言
託

預金
忠亨

金
九
百
拾
六
円

金
弐
万
七
千
七
百
九
拾
円

印

章

門
標
在
庫
高

資

産
一
、
金
四
百
参
拾
壱
万
壱
千
五
百
四
拾
五
円
也

内

訳

金
壱
万
九
千
七
百
拾
参
円

金
弐
百
弐
拾
四
万
九
千
六
百
四
拾
四
円

金
壱
百
六
拾
八
万
弐
千
五
百
五
拾
八
円

金
弐
拾
六
万
弐
百
七
拾
五
円

金
四
万
四
千
四
百
七
円

金
弐
万
参
千
壱
百
壱
門

金
六
百
八
拾
壱
円

昭
和
三
十
三
年
度
経
常
部
現
在
高

田
和
三
十
三
年
度
共
済
基
金
現
在
高

昭
和
三
十
三
年
度
基
金
現
在
高

田
和
三
十
三
年
度
奨
学
資
金
現
在
高

昭
和
三
十
三
年
度
血
脇
貨
基
金
現
在
高

昭
和
三
十
三
年
度
門
標
パ
ッ
デ
現
在
高

カ
l
テ
ッ
ク
ス

・
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

(
貿
入
価
格
)

(

H

)

 

七
九
四
ケ

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
資
産
報
告

自

昭

和

三

十

三

年

一

月

一

日

至
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

幹

事

白

川

亨大

橋

収

入
一、

金
弐
万
参
千
壱
百
壱
円
也

内

訳

金
弐
万
八
百
四
拾
壱
円

金
壱
千
弐
百
円

金
壱
千
六
拾
円

支

出
一
、
ナ

シ

差
引
残
高

一
、
金
弐
方
参
千
壱
百
壱
円
也

内

訳

金
弐
万
参
千
壱
百
壱
円

井
銀
行
普
通
預
金

前
年
度
繰
越
金

銀
行
預
金
刺
子

門
標
パ
ッ
デ
売
上
代

昭
和
三
十
三
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
門
標
、
パ

ッ
デ
会
計
報
告

白

昭

和

三

十

三

年

一

月

一

日

至
田
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

幹

事

白

川

大

橋

陸
上
鮪
技
部
ニ
年
連
続
優
勝

去
る
八
月
二
十
八
日
、
日
大
世
田
谷
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
聞
か
れ
た
第
二
十
回

全
日
本
医
歯
薬
獣
大
学
対
抗
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
は
、
北
は
弘
前
医
大
、
南
は
久

留
米
医
大
と
全
国
を
網
羅
し
た
十
六
大
学

二
百
余
名
の
選
手
参
加
の
も
と
に
行
わ
れ

た。
本
学
選
手
は
、
福
島
学
長
の
臨
席
を
得

て
大
い
に
気
勢
挙
が
り
、
各
種
目
に
活
躍

し
、
綜
合
得
点
六
二

・
五
を
獲
得
、
二
位

大
阪
歯
大
を
一
四

・
五
点
離
し
て
昨
年
度

に
引
き
続
き
二
年
連
続
優
勝
の
偉
業
を
な

し
遂
げ
た
。

こ
こ

に
、
福
島
学
長
、
金
竹
教
授
を
は

じ
め
応
援
い
た
だ
い
た
各
位
に
深
謝
い
た

し
ま
す
。

(
記
録
)

ト
ラ
ッ
ク
種
目

一
O
O米
川
鈴
木
雅
晴
(専
1
)
凶
加
藤
千

織
(専
1
)
似
金
子
譲
(
専
1
)

二
O
O米
間
鈴
木
雅
晴
(
専
1
)
附
加
藤
千

織
(専
1
)
削
植
村
隆
(専
2
)

四

O
O米
継
走
山
本
学

(金
子
、
植
村
、

鈴
木
、
加
藤
)

一
六

O
O米
継
走
岡
本
学
(上
竹
、
戸
内
、

山
宮
、
増
田
)

一一

O
米
障
害
尚
熊
沢
満
男
(
専
1
)
凶
金

子
議
(
専
1
)

フ
ィ
ー
ル
ド
種
目

走
高
跳
山
吉
村
允
男
(進

2
)
刷
熊
沢
満
男

(専
1
)

三
段
跳
山
吉
村
允
男
(進
2
)
附
熊
沢
満
男

(専
1
)

砲
丸
投
山
笠
原
文
武
(専
1
)

円
盤
投
耐
金
子
議
(
進
1
)
附
笠
原
文
武

(専
1
)

槍
投
尚
吉
村
允
男
(進

2
)

綜
合
得
点
順
位

山
本
学
位

・
5
点
(
ト
ラ
ッ
ク
優
勝
お
点
、

フ
ィ
ー
ル
ド

μ
・
5
点
)

ω大
阪
歯
大
仰
大
阪
薬
大
凶
岐
阜
薬
大

以
下
略
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入出

パ
ッ
ヂ
在
厩
高

同
窓
会
賞
牌

五
五
四六
ケケ
一一一- 1
負

ナ債

シ

昭
和
三
十
五
年
度
東
京
歯
科
大
学
同
窓
会
経
常
歳
入
歳
出
予
算
案

目
計越収持

目

一
、
共
済
基
金
積
立

二
、
血
脇
貨
基
金
積
立

二
、
東

歯

父

兄

会

ニ
共
済
基
金
助
成
金

四
、
事

業議

昭和35年10月15日

六
、
支
郎
集
合
子
数
料

七
、
需

要

費

八
、

旅

脅

九
、
捗

費

十

、

給

費

十
一

、
知

費

十
七
、

f

費

(5) 

与外
側

ム
l
量
日

本

年

度

予

算

費

、
二
0
0、
0
0
0円

金入費

一七

O
、
0
0
0円

八

O
、
0
0
0円

一一

0
0
、
0
0
0円

一一一
、
六
五

O
、

0
0
0円

本

年

度

予

算

一
、
一一五

O
、

0
0
0円

-
A
O
、
0
0
0円

五
O
、
0
0
0円

費

七

1
0
、
0
0
0円

費

一AO
O
、
0
0
0円

一五

O
、
0
0
0円

一O
O
、
0
0
0円

一0
0
、
0
0
0円

二
五
O
、
0
0
0円

・一

0
0
、
0
0
0円

一五

O
、
0
0
0円

二一

0
0
、
0
0
0円

三

六

五

O
、
0
0
0円

前

年

度

予

算

、
O
六

O
、
0
0
0円

一
七

O
、
0
0
0円

八

O
、
0
0
0円

一0
0
、
0
0
0円

三
、
四
一
(
い
、

0
0
0円

前

年

度

予

算

一
、
二
0
0、
0
0
0円

万

O
、
0
0
0円

七

0
0
、
0
0
0円

二

0
0
、
0
0
0円

二
一
七
、
冗
O
O円

一O
O
、

o
o
n円

一0
0
、
0
0
0円

。。
、00の
円

。。
、00
0円

二

0
0
、
0
0
0円

二
四
一
一
、
冗
O
O円

三
、
四一

O
、

0
0
0円

比

増

一
四

O
、
0
0
0円

0
0
、
0
0
0円

一四

O
、
0
0
0円

'νLU 
ι4P 矯

五
O
、
0
0
0円

五
O
、
0
0
0円

五
O
、
0
0
0円

-. 、

引

O
O円

h
o、
0
0
0円

九
七
、
百

O
O円

一↑
九

O
、
0
0
0円

幹

事
絞

減
減
l鮫

至自

昭
和
三
十
五
年

一
月

一

日

昭
和
三
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

白

川

亨

大

橋

忠
摘

要

本
年
度
会
費

一二
、
五
O
O名

一
人
七
C
C
円
過
年
度
会
費
て
五

O
O名

新
入
会
一
七

O
名

一

人

一
、
0
0
0円

寄
附
金
、
利
子
等

乱首

要

桧
…
吋
先
行
費
、
逓
送
料
、
総
会
例
会
等
開
一
塩
田

支
部
長
会
、
評
民
会
、
役
員
会
、
委
員
会
一
木
村

弱
H
品川寸

通
信
、
消
耗
口
川
費

給
料
、
手
当
等

冗
O
、
0
0
0円
f

新
株
業
入
会
歓
迎
会
費
共
他

五
O
、
0
0
0円

以

上

現
住
所
変
更

(
敬
称
略
)

島
根
県
知
夫
郡
西
ノ

島
町
鴻
郷
診
療
所

耐
(
お
)
杉
並
区
中
通
町
二
五

O
東
荘

本
田
淳
(
お
)
福
島
県
田
村
郡
三
春

(
旧
姓
太
田
)

町
大
町

原
田
望
成
(
却
)
目
黒
区
緑
ケ
丘
二
三

九
四

一史
家
佐
(
鈴
)
新
宮
市
新
宮
七

二
一

七

猪
鹿
倉
三
郎
(
却
)
調
布
市
小
島
町
四
三

。

大

木

茂

樹

(
初

・
9
)
下
松
市
二
宮
町

三
丁
目

柿
原
不
器
郎

(
2
)
金
沢
市
尾
張
町
四
九

中

野

三

郎

(
7
)
中
央
区
京
橋
三
ノ
六

新
京
橋
ピ
ル
大
村
歯

4

す
庁
a

鈴
木
伊
.二
郎

(
8
)
中
央
区
日
本
稿
室
町

一
ノ
一
二

軍

三

供

勢

崎

市

東

町

一
四

慎

(
叩
)
茨
城
県
猿
島
郡
猿
局

町
内
野
山

義
昭

(口

・
9
)
仙
台
市
東
二
-骨

了
二
三

利
夫
(
お
)
千
葉
市
今
井
町

一二

五
四
ノ
五

諭
(
災
)
世
田
谷
区
三
軒
茶
屋

町

二
二
四

勤

(
初
)
文
京
区
湯
島
二
ノ
七

宮
田
方

永
田

利
治

倉
鈴
木

斎
藤

石
崎

阿
部

(

一

O
頁
へ
)
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西E

の
傍
ら
母
校
米
沢
教
授
に
師
事
、
更
に
国

立
金
沢
病
院
勤
務
中
に
金
大
病
理
学
教
室

に
入
申
幅
て
渡
辺
四
郎
教
授
の
指
導
に
よ
る

主
論
文
は
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
九
白

金
大
以
学
部
教
授
会
を
満
場
一
致
で
通
過

同
十
二
月
イ
九
日
付
を
以
て
医
学
博
士
の

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
謹
祝
。
(
松
江

市
出
身

・
石
川
県
小
松
市
立
病
院
歯
科
医

長
)
主
論
文
所
諮
V
・
C
欠
乏
食
で
飼
持
し
た
海
科

に
お
け
る
造
血
臓
線
並
び
に
血
管
内
皮

細
胞
の
形
態
学
的
研
究
(
「
小
林

一
郎
」

記
よ
り
)

雄
君
県
立
秋
問
中
学
を

へ
て
昭
和
二
十
七
年

母
校
卒
業
。
直
ち
に

秋
田
県
公
立
大
館
病

院
に
勤
務
。
そ
の
後
舟
校
生
理
学
教
室
で

研
究
に
従
事
同
三
十
年
病
院
を
退
職
。
伊

藤
教
授
指
導
の
主
論
文
は
、
昭
和
三
十
四

年
二
月
二
十
八
日
佐
藤
照
教
授
主
査
の
も

と
に
弘
前
大
学
医
学
部
教
授
会
を
満
場
一

致
で
通
過
。
同
四
月
二
十
三
日
付
で
栄
あ

る
学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
慶
祝
。

(東

京
都
出
身

・
都
国
保
連
合
会
福
生
病
院
歯

科
医
長
)

主
論
文
鼻
腔
粘
膜
電
気
刺
激
に
よ
る
晩
球
及
び

中
枢
内
電
位
変
動
に
つ
い
て
(
歯
科
学

報
第
五
十
八
巻
第
十
二
号
付
録
)
(
「
州

孝
肇
」
記
よ
り
)

濫2

ーーか
づ

俊
君

一

圃

金
沢
中
日
f
を
へ
て

一

圃
昭
和
十
三
年
何
校
字

国
業。

m
九
年
利
引
佐
川
の

.
金
沢
市
災
川
に
開
業

去
る
昭
和
二
十
七
年
金
大
第
一一
解
剖
字
教

室
に
入
室
、
後
雪
の
功
成
リ
、
予
て
抜
山

中
の
論
文
は
昭
和
三
十
四
年
イ
二
月
J
l
問

日
石
丸
教
授
主
査
の
下
金
大
医
学
部
教
授

会
を
満
場
一
致
で
通
過
。
去
る
二
月
三
日

付
で
栄
あ
る
学
位
記
が
佼
与
さ
れ
た
。
慶

祝
。
(
高
岡
市
出
身

・
県
歯
科
医
師
会
副

会
長
、
社
保
法
金
診
究
委
封
、
他
。
金
沢

市
開
業
)

主
論
文
北
陸
日
本
人
骨
口
蓋
の
研
究
(
金
大
解

剖
学
教
室
業
蹟
第
六
十
百
一
冊
、
昭
和
竺

十
四
年
十
一
月
)
(
「
米
沢
和
一
記
」
よ

り
)

津つ

島長

邦L

〈

ろ

さ

わ

あ

き

黒

沢

明

雄

君

..... ‘ia
昭
和
三
十
九
年
母

・・・・・・・・・司一単
咽

-内
4
週
明
&
嘩
校
い
や
業
後
、
直
ち
に

F

・3E邑
保

存

学

教
宝
に
入
室

嗣
圃
匝
園
田
幽
圃

同
年
イ
月
早
稲
田
大

学
診
療
所
に
派
遣
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年

五
月
、
母
校
生
理
学
教
室
に
研
究
生
と
し

て
入
室
診
療
と
研
究
に
励
ま
れ
た
。
伊
藤

教
授
の
指
導
に
よ
る
論
文
は
、
昨
三
十
四

年
九
月
十
五
日
加
藤
元
一
教
授
主
査
に
よ

り
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
教
授
会
を
通
過

同
十
月
十
四
日
栄
あ
る
学
位
記
が
授
与
さ

れ
た
。
謹
祝
。
(
長
野
県
山
身

・
早
稲
田

大
学
珍
療
所
勤
務
)

主
論
文
反
復
刺
戟
時
に
於
け
る
単
一
有
髄
神
経

線
維
の
閥
値
と
働
作
流
に
つ
い
て

(「長

谷
川
正
版
記
」
よ
り
)

あ
っ
し
厚
君
圃

静
岡
中
学
を
へ
て

圃
昭
和
ニ
イ
年
母
校
卒

聞
業
。
直
弘
に
ラ
イ
オ

引

ン
歯
磨
に
入
社
し
た

圃
が
、
同
二
十
四
年
小

樽
市
太
田
歯
科
に
勤
務
、
同
二
十
七
年
に

は
厚
生
連
札
幌
厚
生
診
療
所
に
転
勤
、
三

十
一
年
よ
り
札
幌
市
で
開
業
さ
れ
た
。
昭

和
二
十
八
年
札
幌
医
大
微
生
物
学
教
室
に

入
室
、
植
竹
教
授
指
導
に
よ
る
論
文
は
昭

和
三
十
四
年
三
月
十
七
日
山
田
教
佼
主
査

の
も
と
北
大
医
学
部
教
佼
会
を
満
場
一
致

で
通
過
。
同
四
月
二
十
二
日
付
で
栄
あ
る

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。
慶
祝
。
(
紗
岡

市
出
身

・
市
歯
会
学
術
部
都

mポ
)

主
論
文
L.群
L
群
サ
ル
モ
ネ
ラ
の
産
休
す
る

ε

フ
ァ

l
ジ
の
比
較
研
究
(
ウ
イ
ル
ス
第

八
巻
第
四
号
、
昭
和
三
イ
四
年
八
月
)

(「奥
村
哨

一
記
一
よ
り
)

土Z

屋や

伊 い

正号

彦
君
田

商
館
中
学
、
山
形

田
高
校
、
東
北
大
法
科

目
を
お
え
て
昭
和
二
十

四
七
年
母
校
卒
業
、
小

田
樽
、
札
幌
の
歯
科
医

院
に
勤
務
。
昭
和
三
十
一
年
よ
り
北
大
解

剖
学
教
室
に
入
室
、
児
玉
作
左
衛
門
名
替

教
授
の
指
導
に
よ
る
論
文
は
、
同
三
十
五

年
一
月
十
四
日
伊
藤
昌
一
教
授
主
査
の
下

に
北
大
医
学
部
教
授
会
を
満
場
一
致
で
通

過
。
三
月
三
日
付
で
栄
あ
る
学
位
記
が
授

与
さ
れ
た
。
慶
祝
。

主
論
文
静
内
ア
イ
ヌ
頭
蓋
に
お
け
る
歯
牙
発
育

異
常
の
研
究

(北
大
解
剖
研
究
報
告
一

四
九
号
、昭
利
三
十
四
年
十
二
月
)
(「米

沢
和
一
記
」
よ
り
)

E事t
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は
判
っ
て
い
る
。
案
内
は
な
く
と
も
仏
間
一

霊
知
県
東
三
豊
徳
会
支
部

，

-

に
御
夫
妻
は
念
仏
を
唱
へ
、
亡
き
御
両
親
一
一

芭

蕉

日

本

に

叫

叩

い

て

京

の

初

夏

の

庭

に

合

掌

さ

れ

る

。

一

虚

子

隣

合

せ

に

あ

る

、
菩
提
ヰ
寸
た
る
善
秀
寺
一
赤
坂
す
ぎ
て
、
本
宿
に
到
れ
ば
南
に
折

百
有
余
日
の
外
国
旅
行
を
、
昨
年
の
暮

一
に
あ
る
御
墓
に
手
向
さ
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
東
一

1
て
、
名
勝
の
地
蒲
郡
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ

に
無
事
終
ら
れ
て
、
正
式
に
郷
里
を
訪
ら

一
京
よ
り
の
線
香
を
た
か
れ
て
、
心
ゆ
く
迄
一
3

イ
を
山
ふ
と
こ
ろ
へ
と
曲
折
し
乍
ら

れ
る
大
井
教
授
御
夫
妻
は
了
度
初
夏
の
六

一
に
冥
福
を
祈
心
さ
れ
て
い
る
御
夫
妻
の
お
一
峠
へ
と
進
む
。
先
生
も
生
れ
て
初
め
て
の

月
廿
五
日
廿
六
日
の
両
日
と
な
ら
れ
た
。

一姿
に
は
、
何
か
胸
に
熱
き
も
の
を
覚
ゆ
る
一
所
謂
新
箱
根
コ
l
ス
に
は
殊
の
外
御
満
足

恰
か
も
わ
が
東
三
豊
徳
会
申
告
時
会
も
、

一絶
対
な
も
の
を
感
じ
、
深
く
範
と
し
た
い
一
の
様
子
で
、
「
こ
ん
な
よ
い
所
が
あ
っ
た

そ

の

廿

六

日

で

あ

る

。

一

と

感

じ

と

っ

た

。

一

の
か
」
と
今
一
史
の
よ
う
に
洩
ら
さ
れ
る
。

都
合
最
も
よ
し
。
東
三
在
住
の
わ
れ
わ

一

新
緑
の
母
校
に
き
た
り
見
め
ぐ
ら
す
一
峠
の
星
越
ト
ン
ネ
ル
を
過
れ
ば
、
眼
下

れ
同
窓
会
員
は
極
め
て
好
運
に
恵
ま
れ
、

一

白
文
地
一
に
三
河
湾
国
定
公
園
の
蒲
郡
竹
島
の
景
勝

限
り
な
い
喜
び
に
溢
れ
、
早
速
来
賓
と
し

一

お
寺
の
門
前
は
五
十
年
前
教
授
の
学
ん
一
が
‘
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

て
、
総
会
に
御
出
席
を
お
願
す
る
。

一
だ
豊
川
市
立
千
両
小
学
校
が
あ
る
。

一

展
望
台
に
亭
を
止
め
て
、

あ
た
り
の
絶

二
十
六
日
は
朝
か
ら
梅
雨
期
に
珍
ら
し
一
殆
ん
ど
改
築
さ
れ
た
と
は
云
へ
、
未
だ
一
景
を
撮
影
機
は
と
ら
へ
て
い
る
。

い
好
天
気
に
幸
し
て
、
小
生
終
日
大
井
教

一昔
の
も
の
が

一
部
残
っ
て
居
る
と
、
校
門
一
海
の
み
へ
る
下
り
坂
を
、
見
事
な
車
の

授
御
夫
妻
に
お
伴
し
て
、
同
道
す
る
光
栄

一
を
つ
か
つ
か
と
這
入
ら
れ
た
先
生
は
、
何
一
操
縦
に
よ
り
快
哉
!

ド
ラ
イ
ブ
だ
。

に
浴
し
た
、
以
下
そ
の
随
行
表
を
披
露
し
一
時
迄
も
懐
し
そ
う
に
、
あ
た
り
を
見
廻
し
一
間
も
な
く
山
裾
の
清
田
部
落
に
入
る
。

て
、
東
三
豊
徳
会
便
り
と
し
た
い
。

一
て
居
ら
れ
る
。
時
間
さ
へ
あ
っ
た
ら
そ
の
一
清
田
と
は
谷
ば
か
り
な
り
蜜
柑
山

初
夏
の
蝶
に
眼
や
れ
ば
近
き
山

一想
い
出
を
十
二
分
に
満
足
願
う
と

こ
ろ
一
全
く
蜜
柑
の
多
い
部
落
で
、
名
称
と
は

石
鼎

一
だ
が
、
会
場
へ
の
関
係
で
お
急
に
な
ら
れ
一
異
り
回
は
一
枚
も
な
い
。

七
星
会
の
藤
城
易
都
君
の
「
セ
ド
リ
ッ

一
て
、
車
の

人

と

な

る

。

一

そ

の

清

田

に

奥

様

の

妹

さ

ん

が

住

ま

れ

ク
」
の
新
車
が
、
心
地
よ
く
豊
川
妙
厳
寺

一

こ
の
あ
た
り
市
田
と
か
や
田
を
植
へ
る
一
て
居
る
と
の
由
。
ュ

l
ス
に
渡
っ
た
所
で

の
北
側
道
絡
を
制
限

一
杯
、
「
六
O
」
キ

一
山
あ
い
の
回
を
忙
し
く
田
植
の
人
が
働
い
一
あ
っ
た
、
初
め
て
先
生
御
夫
妻
で
極
め
て

ロ
で
走
る
。
山
が
縁
し
て
次
第
に
近
く
な

一
て
い
る
。
そ
の
昔
先
生
が
、
上
級
学
校
に
一
僅
か
な
時
間
で
は
あ

っ
た
が
、
お
立
寄
に

り
、
千
両
は
十
五
分
で
到
着
す
る
。

(千

一通
っ
た
道
だ
と
車
の
中
で
懐
し
そ
う
に
、

一
な
り
挨
拶
さ
れ
る
。
先
方
は
湯
茶
の
接
待

両
は
大
井
教
授
の
出
生
地
で
あ
る
)

一説
明
し
て
下
さ
る
。
随
分
遠
く
迄
、
そ
し
一
位
は
と
思
わ
れ
た
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
予

六
十
に
し
て
生
れ
し
家
の
柿
若
葉

一
て
又
淋
し
い
所
を
通
学
さ
れ
た
も
の
だ
と
一
定
よ
り
大
部
時
間
も
た
つ
て
い
る
の
で
、

水
竹
居

一
思
っ
て
い
る
聞
に
、
広
々
し
た
国
道
一
号
一
早
々
に
車
の
人
と
な
り
、
会
員
諸
氏
の
待

留
守
を
守
る
主
人
は
「
只
今
農
繁
中
」

一
線
の
近
代
道
路
に
出
た
。

一

つ

三

谷
町
へ
と
急
ぐ
。
こ
こ
か
ら
は
十
五

で
既
に
緩
耕
に
出
ら
れ
て
い
る
が
、
勝
手

一

奥
様
の
お
生
れ
に
な
っ
た
国
府
町
の
家
-
分
で
着
く
所
だ
。
藤
城
君
も
時
計
を
見
な

〈各 〉

〈地 〉
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の
付
近
に
事
を
止
め
て
、
暫
ら
く
の
問
御

持
参
の
撮
影
機
で
心
ゆ
く
迄
、
フ
ィ
ル
ム

に
収
め
ら
れ
る
。

舗
装
さ
れ
た
「
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
を
藤
城

君
の
セ
ド
リ
ッ
ク
は
快
適
に
ド
ラ
イ
ブ
だ

赤
坂
や
月
は
東
に
日
は
西
に

が
ら
、
会
員
諸
氏
が
鶴
の
首
に
し
て
い
る

だ
ろ
う
と
心
配
顔
だ
。
蒲
郡
の
街
中
を
す

ぎ
て
海
岸
線
に
沿
っ
て
、
舗
装
の
道
を
急

ぎ
十
時
四
十
分
頃
に
、
三
谷
温
泉
郷
の
会

場
菊
富
士
別
館
に
車
は
横
付
け
と
な
る
。

東
三
豊
徳
会
総
会
は
予
定
の
十
時
よ
り

約
一
時
間
も
お
く
れ
、
十
一
時
開
会
。

曽
田
会
長
よ
り
「
大
井
教
授
御
夫
妻
を

お
迎
し
て
、
参
会
の
多
数
の
諸
君
と
共
に

昨
年
の
大
弁
教
授
の
大
旅
行
が
、
異
状
な

く
終
ら
れ
、
本
日
正
式
に
お
迎
し
、

そ
の

視
察
談
を
お
願
出
来
ま
す
こ
と
が
、
誠
に

お
め
で
た
い
事
と
同
時
に
、
わ
れ
わ
れ
は

非
常
に
幸
で
あ
る
。
本
日
は
奥
様
も
御
一

緒
で
す
か
ら
、
土
木
だ
御
面
接
な
い
会
員
も

お
あ
り
か
と
思
う
か
ら
、

一
寸
御
紹
介
申

上
ま
す
(
要
旨
こ
と
歓
迎
の
詞
と
型
通
り

の
挨
拶
で
開
会
。
次
い
で
、
庶
務
、
会
計

の
極
め
て
簡
単
な
報
告
で
、
待
望
の
大
井

教
授
の
欧
米
視
察
談
が
、
一
時
間
四
十
分

に
わ
た
り
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
じ
へ
て
の
お

話
で
、仲
々
興
味
深
々
た
る
も
の
。
然
し
お

腹
の
方
も
空
い
て
来
た
。
そ
れ
に
約
束
し

て
あ
っ
た
「
キ
レ
イ
ド
コ
ロ
」
も
既
に
待

っ
て
い
る
次
第
だ
か
ら
、
急
い
で
祝
宴
を

設
営
す
る
。
祝
宴
は
大
井
教
授
の
健
康
の

乾
杯
よ
り
始
め
る
。
酒
が
出
れ
ば
あ
と
は

何
処
の
同
窓
会
報
告
も
同
じ
こ
と
。
話
は

大
学
の
近
況
や
ら
、
教
授
の
ど
な
た
は
ど

う
か
、
等
々
水
道
橋
に
結
付
い
た
こ
と
ば

か
り
。
午
後
四
時
に
は
豊
橋
で
会
う
約
束

に
な

っ
て
い
る
方
が
、
教
授
に
お
あ
い
だ

か
ら
と
の
こ
と
故
、
多
少
は
お
く
れ
で
も

余
り
お
く
れ
す
ぎ
で
は
申
訳
な
い
の
で
、

四
時
少
し
前
に
、
再
び
藤
城
君
を
煩
し
て

千
代
田
区
支
部

「
旅
行
」

会
員
の
親
睦
を
画
る
為
一
年
前
か
ら
計

画
実
行
に
移
り
積
立
を
始
め
て
そ
の
第
一

回
の
旅
行
を
六
月
十
八
、
十
九
日
に
行
っ

た
。
参
加
者
二
十
一
名
、
吾
々
を
乗
せ
た

特
急
ロ
マ
ン
ス
カ
l
は
東
武
浅
草
発
一
路

鬼
怒
川
温
泉
へ
向
う
。
お
互
に
向
き
合

っ

た
テ
ー
ブ
ル
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
前
奏
曲
が

始
る
。
車
中
は
先
ず
準
備
麻
酔
程
度
に
し

目
的
の
場
所
迄
お
送
り
し
た
所
、
私
共

ま
で
招
じ
ら
れ
、
恐
縮
す
る
。

金
魚
大
鱗
夕
焼
の
空
の
如
き
あ
り
た
か
し

泡
を
吐
く
金
魚
に
落
ち
ぬ
松
の
風
野
風
呂

珍
ら
し
い
金
魚
を
随
分
沢
山
飼
っ
て
い

る
お
宅
だ
っ
た
。
お
話
に
私
共
立
合
う
こ

と
も
な
い
の
だ
か
ら
と
、
先
生
と
お
別
し

て
帰
途
に
つ
く
。

以
上
が
急
い
で
綴
っ
た
随
行
の
記
で
あ

る
。
(
豊
橋
彦
坂
武
記
)

辛
々

当
地
で
は
新
熱
海
と
称
し
て
い
る
海
岸

線
を
通

っ
て
豊
橋
に
急
ぐ
。

渡
津
橋
を
わ
た
り
菰
ロ
地
内
に
入
る
と

行
人
に
あ
ふ
り
つ
け
た
る
日
夜
か
な
青
草

道
幅
も
狭
く
日
覆
の
町
並
に
流
石
の
セ

ド
リ
ッ
ク
も
除
行
運
転
の
や
む
な
き
に
至

る。 今
度
は
新
し
い
道
を
考
え
乍
ら
宿
を
出

る。
沖
通
る
船
の
煤
か
や
夏
座
敷
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て
「
鬼
怒
川
温
泉
ホ
テ
ル
」
に
到
着
、
各

泊
間
宮

K
滞
清
い
伏
除

vh仇
俗
プ
同
清
晴
、

策
す
る
者
と
宴
会
ま
で
自
由
行
動
で
あ
る

宴
に
入
る
や
渋
谷
孝
麿
幹
事
司
会
で
加
藤

亮
Z
輔
副
支
部
長
挨
拶
、
田
村
一
吉
長
老

の
音
唄
で
乾
朴
す
る
。
気
心
の
知
れ
た
者

同
志
で
和
や
か
そ
の
も
の
だ
。
芸
伎
の
踊

の
後
夫
々
の
隠
芸
や
ノ
ド
が
出
て
来
る
頃

と
も
な
れ
ば
爆
笑
の
洪
水
で
あ
る
。
程
な

く
賑
や
か
な
太
鼓
と
笛
の
お
婚
で
名
物

「
日
光
和
楽
踊
り
」
の
宴
が
終
り
を
告
げ

る
の
で
あ
る
が
、
五
口
々
は
そ
の
後
全
員
に

よ
る
会
場

一
周
の
「
東
京
音
唄
」
で
宴
を

閉
じ
、
場
所
を
変
え
て
特
別
出
物
の
芸
術

を
鑑
賞
す
れ
ば
、
お
年
寄
(
失
礼
)
も
青

年
の
如
く
生
気
が
滋
っ
て
来
た
か
の
様
に

見
受
け
ら
れ
た
。
楽
し
く
す
ご
す
う
ち
に

時
も
た
ち
夫
々
鬼
怒
川
の
夜
の
眠
り
に
誘

い
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
明
け
て
朝
食
に
山

本
糧
三
支
部
長
の
朝
の
挨
拶
、
今
後
の
運

営
方
法
が
は
か
ら
れ
た
の
ち
、
帰
り
の
電

車
ま
で
自
由
行
動
と
し
往
き
と
共
に
一
同

揃

っ
て
夕
刻
浅
草
着
と
同
時
に
解
散
し

た
、
尚
企
画
構
成
に
尽
さ
れ
た
小
谷
泰
造

幹
事
、
会
計
を
担
当
さ
れ
た
吉
井
弘
幹
事

カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
小
笠
原

和
義
氏
、
清
酒
御
寄
贈
の
武
井
敏
光
氏
に

感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
者
次
の

如
し
(
順
不
同
)
。

渋
谷
孝
麿
、
小
笠
原
和
義
、
三
輪
源
七
、

田
村
一
吉
、
榎
本
太
郎
、
小
谷
泰
造
、
山

本
栂
三
、
加
藤
亮
之
輔
、
竹
内
民
勝
、
堀

江
芳
夫
、
小
塙
孝
夫
、
伊
藤
康
利、

吉
井

弘
、佐
々
木
達
雄
、中
村
欽
介
、小
谷
元
治
、

中
野
末
作
、
中
山
順
弘
、
山
路
千
秋
、
森

第76号東京歯科大学問窓会会報回和35年10月15日

野
武
夫
、
松
尾
宗
明
。

「
工
場
見
学
」
院
内
悩
駅
ド
ヤ
恥

F
h

四
月
十
六
日
帝
国
歯
科
電
機
の
御
好
意

に
よ
り
長
沢
常
務
、
高
橋
技
術
部
長
の
案

内
で
青
戸
工
場
を
見
学
し
た
。

「
例
会
」

@
三
月
二
十
四
日
神
保
町
「
い
づ
国
」
で

母
校
よ
り
渡
辺
富
士
夫
助
教
授
の
お
出
で

を
願
い
、
そ
の
方
面
の
微
に
入
り
細
に
亙

っ
た
お
話
し
を
有
益
に
且
面
白
く
お
伺
い

し
た
。

@
九
月
十
四
日
母
校
裏
「
ト
ミ

1
」
に
て

木
下
隆
治
教
授
の
お
越
し
を
願
い
「
歯
科

医
療
管
理
の
諸
問
題
」
に
つ
い
て
吾
々
と

か
く
疎
い
経
営
方
面
の
お
話
を
伺
っ
た
。

大
い
に
参
考
に
な
る
事
あ
り
質
問
が
続
出

し
盛
会
で
あ
っ
た
。
尚
山
本
糧
三
支
部
長

よ
り
支
部
長
会
の
報
告
も
同
時
に
行
っ

た。「
総
会
」

本
年
の
総
会
を
十
一
月
中
旬
に
行
い
ま

す
。
今
回
は
役
員
改
選
そ
の
他
協
議
事
項

が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
全
員
御
出
席
願
い

ま
す
。
詳
細
は
決
定
次
第
御
通
知
数
し
ま

す。

(松
尾
宗
明
記
)

北
海
道
連
合
会

熱
帯
に
も
劣
ら
ぬ
猛
暑
で
あ

っ
た
今
夏

も
、
立
秋
を
過
ぎ
た
昨
今
、
当
地
の
朝
夕

は
爽
涼
そ
の
も
の
で
す
。

八
月
十
九
日、

二
十
日
保
存
、
膿
漏
学

会
、
並
に
北
海
道
歯
科
医
学
大
会
に
御
出

席
の
杉
山、

松
宮
、
長
尾
、
木
村
、
加
藤

諸
教
授
外
多
数
の
医
局
員
を
母
校
よ
り
迎

え
、
日
歯
会
長
河
村
先
生
、
参
議
院
議
員
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ク

ラ

ス

会

便

り

互

発

4色、

D: 

ま
す
。
尚
会
場
な
ど
準
備
の
都
合
も
あ
り

ま
す
の
で
御
出
席
の
方
は
、
十
月
三
十
一

日
ま
で
必
哨
一泊
す
る
よ
う
に
、

市
川
市
菅
野
町
六
の
一
九
一

O
東
歯
大

市
川
病
院
高
達
宛
は
が
き
に
て
御
通
報
頂

き
た
く
、
会
催
当
日
(十
一
月
五
日
)、

午

後
新
館
会
議
室
に
御
参
集
を
願
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
互
発
会
世
話
人

高

達

壬

成

会

今
年
は
、
在
京
級
友
を
中
心
と
し
て
会

を
催
す
こ
と
三
回
、
十
五
、
六
名
は
い
つ

も
参
集
、
何
ベ
ん
逢
っ
て
も
う
れ
し
い
も

の
で
す
。
お
互
白
く
な
っ
た
り
光
っ
た
り

歳
月
は
早
く
も
三
十
五
年
流
れ
て
お
り
ま

す
。
話
は
級
友
の
こ
と
、
あ
い
つ
は
ど
う

し
た
ろ
う
か
、
や
つ
は
元
気
か
な
、
物
放

の
友
は
二
十
数
名
連
中
が
元
気
で
あ
っ
た

学
生
時
代
な
ど
話
し
合
っ
て
は
一
同
何
と

な
く
胸
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
一
幕
も
あ
り

ま
す
。十

一
月
六
日
東
歯
七
十
周
年
記
念
祝
賀

会
を
機
会
と
し
て
モ
成
会
を
全
国
大
会
と

し
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
場

所
は
東
京
都
内
、
期
日
は
十

一
月
五
日
後

四
時
よ
り
飲
ん
で
話
し
て
歌
っ
て
旧
情
を

温
め
た
い
念
願
で
す
。

わ
け
で
見
ん
老
木
は
花
も
哀
れ
な
り

今
幾
度
の
春
に
逢
う
べ
き

西
行
の
歌
で
し
た
か
お
互
巡
り
逢
う
機

会
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
、
ど
う
か
万
障

差
繰
り
全
国
よ
り
御
参
会
を
下
さ
い
ま
す

機
御
待
し
て
お
り
ま
す

(古
川
記
)
大
会

迄
に
は
ク
ラ
ス
会
員
名
簿
と
案
内
状
御
手

元
迄
御
届
申
上
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま

す。

(上
原
石
原
古
川
当
幹
事
)
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三

医

会

今
年
の
総
会
は
左
記
に
よ
り
開
催
致
し

ま
す
。
三
十
周
年
記
念
も
二
年
後
に
迫
っ

て
い
ま
す
の
で
、
色
々
御
相
談
致
し
度
い

と
思
い
ま
す
。
奮
っ
て
御
出
席
下
さ
い
、

と
き
十
一
月
六
日
(
日
)
午
後
四
時

と
こ
ろ
ホ
テ
ル
松
平

(信
濃
町
)

一
会
費
金
壱
千
五
百
円
也
の
予
定

わ
れ
五
十
健
保
健
保
で
飯
を
得
る

い
と
も
か
な
し
き
な
り
わ
い
を
す
る

今
年
度
の
東
京
都
歯
科
医
師
会
員
の
死

亡
数
は
、
驚
く
程
多
く
、年
度
末
迄
未
だ
四

ヶ
月
を
残
す
八
月
末
日
己
に
追
加
金
徴
集

と
い
う
か
な
し
い
現
象
を
呈
し
て
い
ま
す

未
だ
か
つ
て
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
原
因

は
全
く
の
偶
然
か
、
健
保
に
よ
る
労
働
過

重
に
よ
る
も
の
か
、
そ
の
探
索
は
別
と
し

て
、
齢
己
に
五
十
に
達
し
た
我
々
の
考
え

さ
せ
ら
れ
る
問
題
で
す
。
と
は
い
え
、
幸

に
も
わ
が
三
辰
会
は
、
本
年
度
は
未
だ
一

人
の
他
界
者
も
な
く
、
全
員
無
事
で
、
職

場
に
学
校
に
活
躍
し
て
居
ら
れ
る
こ
と
は

御
同
慶
の
至
り
で
す
。
昨
年
今
頃
は
伊
勢

湾
除
問
問
で
大
分
い
た
め
つ
け
ら
れ
た
方
々

も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
現
在
迄
は
至

っ
て
平
隠
で
、
何
よ
り
で
す
。
(
関
口
記
)
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、nu

秋
風
を
肌
身
に
感
ず
る
時
期
と
な
り
、

恒
例
の
母
校
同
窓
会
が
十
一
月
六
日
開
催

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
は
母
校

創
立
七
十
年
に
当
り
ま
す
の
で
数
々
の
記

念
事
業
が
六
月
を
中
心
と
し
て
前
後
一
週

間
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
好
機
に
級
友
諸
兄

と
今
昔
の
四
方
山
話
を
語
り
明
す
の
も
意

(9) 

義
あ
る
事
と
存
じ
、
十
一
月
五
日

(
土
)

六
時
弓
町
ク
ラ
ブ
に
於
て
天
心
会
総
会
を

開
催
致
し
ま
す
の
で
是
非
御
出
席
下
さ
る

様
御
案
内
申
上
げ
ま
す
。
昨
年
京
都
大
会

に
於
て
決
定
さ
れ
た
卒
業
二
十
周
年
記
念

ア
ル
バ
ム
の
編
集
に
つ
い
て
級
友
諸
兄
の

御
協
力
に
よ
り
多
数
の
『
よ
き
パ
パ
、
よ

き
マ
マ
よ
き
二
世
』
一
家
団
祭
の
状
況
が

写
し
出
さ
れ
二
十
年
の
努
力
と
な
っ
か
し

き
顔
が
縦
詰
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
総

会
当
日
玉
手
箱
の
贈
物
と
し
て
御
家
庭
へ

の
よ
き
御
土
産
と
な
る
様
、
佐
々
木
ア
ル

バ
ム
委
員
を
中
心
と
し
て
大
活
躍
御
期
待

を
乞
う
。
以
上
(
安
島
記
)

竪

久

.A-
:Di: 

去
る
九
月
二
十
五
、
六
日
に
和
歌
山
市

に
お
い
て
、
第
二
十
四
回
全
国
学
校
歯
科

医
大
会
が
行
わ
れ
た
折
、
地
元
の
畑
、
荻

野
両
兄
の
お
骨
折
で
、
第
一
日
目
の
夜
に

大
会
に
参
加
し
た
平
、
前
原
、
斎
藤
(
孝
)

高
橋
の
六
名
が
集
ま
り
夜
遅
く
ま
で
話
に

花
を
咲
か
せ
た
。
な
お
佐
々
木
、
宮
下
の

両
兄
は
都
合
で
欠
席
し
た
。

今
年
の
級
会
に
は
畑
、
荻
野
、
平
の
諸

兄
が
上
京
さ
れ
ま
す
。
級
会
の
日
時
等
に

つ
い
て
は
近
々
通
知
が
い
く
と
思
い
ま
ず

か
ら
、
多
数
の
誇
兄
の
御
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
(
高
橋
記
)

志

.6 
:Di: 

創 じに
立さま 、ク
七てす雑ラ
十プ。用ス
周今 にの
年年 、諸

にの そ兄
当伺 れに
る窓 ぞは
の会れ
で総 忙 御
、会 し元
盛は い気
大 、 事で
な母 と診
記校 存療

念
行
事
が
行
わ
れ
る
模
様
で
す
。
そ
こ
で

一
名
、
内
御
婦
人
同
伴
者
数
組
で
青
森
t
l
t

例
年
の
如
く
わ
れ
わ
れ
の
ク
ラ
ス
も
、

二

十
和
田
湖
間
パ
ス
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
の
た

一
の
し
い
観
行
旅
行
、
浅
虫
温
泉
一
泊
の
総

堂
に
会
し
て
、
よ
こ
や
ま
話
し
を
し
た
い

一
会
、
懇
親
会
、
翌
日
朝
島
め
ぐ
り
の
お
も

と
思
い
ま
す
。
こ
こ
一
一
、
三
年
の
聞
に
、

一
し
ろ
さ
、
奇
厳
奇
石
を
眺
め
な
が
ら
の
酒

わ
が
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
身
辺
に
い
い
意
味

一
の
美
味
、
大
島
で
と
り
た
て
の
海
の
幸
の

の
変
化
が
あ
っ
た
方
が
多
い
様
で
す
。
こ

一
み
そ
し
る
の
う
ま
い
こ
と
、
御
同
伴
組
は

一
之
で
大
変
点
数
を
か
せ
い
だ
よ
う
で
す
。

の
期
会
に
で
き
あ
だ
け
多
く
の
人
が
元
気

一
あ
ら
た
め
て
、
大
阪
、
青
森
地
区
の
諸
兄

な
獲
を
お
互
に
見
せ
合
っ
て
戴
き
た
い
も

一
に
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に
会
の
年
毎
に
発

の
で
す
。
従
来
、
折
角
上
京
し
て
も
忠
っ

た
程
楽
し
く
な
か
っ
た
と
の
お
し
か
り
を

受
け
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
充
分
に
案
を
練
っ
て
お
り
ま

ず
か
ら
、
近
県
は
勿
論
、
遠
方
の
方
々
も

振
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。
会
合
の
場
所
と

日
時
は
学
校
幹
事
が
相
談
し
て
左
記
の
よ

う
に
決
定
し
ま
し
た
。
詳
細
は
近
日
中
発

送
す
る
に
案
内
状
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

場
所
小
石
川
観
光
閣

日
時
十
一
月
五
日
(
日
)
午
後
六
時

長
谷
川
、
渡
辺

一一
.品ー

ノ、

.A-
:Di: 

諸
兄
御
元
気
で
す
か
、
三
十
三
年
秋
の

椿
山
荘
以
来
幹
事
を
お
お
せ
っ
か
つ
て

二

ヶ
年
に
な
ん
な
ん
な
ん
と
し
て
居
り
ま
す

其
の
問
、
三
十
四
年
五
月
大
阪
に
て
地
区

幹
事
畠
山
君
始
め
近
在
会
員
の
方
々
よ
り

物
心
両
面
の
御
苦
労
を
い
た
だ
き
、
羽
衣

荘
園
内
の
美
観
に
酔
ひ
一
泊
し
て
京
都
あ

ら
し
山
へ
の
パ
ス
旅
行
に
う
つ
つ
を
ぬ
か

し
、
思
い
出
の
一
頁
を
残
し
ま
し
た
。
同

年
秋
浅
草
の
総
会
で
二
六
会
々
則
案
が
万

場
一
致
で
可
決
、
青
森
で
の
総
会
を
約
束

越
え
て
三
十
五
年
二
六
会
名
簿
と
共
に
お

送
り
し
ま
し
た
。
(
今
井
幹
事
ま
で
年
会

費
五
百
円
お
送
り
下
さ
い
)
青
森
地
区
の

総
会
で
も
地
区
幹
事
佐
藤
(
一
)
君
始
め
近

県
会
員
の
諸
君
よ
り
之
又
物
心
両
面
の
サ

ー
ビ
ス
を
わ
づ
ら
わ
し
、
出
席
会
員
四
十

展
す
る
こ
と
を
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

一
込

又
秋
の
総
会
が
近
づ
き
ま
し
た
。
期
日

一
艇

は
十
一
月
三
日
都
外
一
泊
の
予
定
で
す
。

一叫
ん劃

詳
細
は
在
京
諸
兄
と
相
談
の
上
後
日
御
案

一
一
一河

内
申
し
上
げ
ま
す
。

(
関
谷
記
)

一
塑

十

六

会

一
つ

十
五
周
年
記
念
行
事
も
皆
様
の
お
陰
で

一
市

無
事
盛
大
に
終
り
ま
し
た
の
で
左
記
の
如

一

く
御
報
告
致
し
ま
す
。

会
則
変
更
、
別
記
の
通
り
決
定
致
し
ま

し
た
。
情
勢
を
見
て
総
会
は
近
畿
地
区
に

て
開
催
す
る
事
に
決
定
し
ま
し
た
。

出
席
者
六
九
名
上
京
内
六
五
名
、
故
高

津
君
(
日
本
歯
科
評
論
主
筆
)
の
父
君
も

同
席
さ
れ
ま
し
た
。
尚
、
栗
原
君
と
杉
山

艇
か
ら
は
祝
電
を
頂
き
ま
し
た
。

記
念
誌
、
記
念
品
は
未
着
の
方
は
至
急

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

会
計
報
告

総
収
入
(
一

O
五
名
分
)

三二三、

O
O
O
円

総

支

出

二

二

七

、

O
O
八
円

差

引

残

額

五

、
九
九
二
円

残
額
は
本
会
計
へ
繰
入
れ
の
予
定

年
度
会
費
参
百
円
は
至
急
会
計
迄
御
送

金
願
い
ま
す
。

一
、
会
則
変
更

十
五
周
年
記
念
誌
に
掲
載
致
し
ま
し
た

内
容
よ
り
、
尚
左
記
の
如
く
総
会
に
於

て
改
正
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

目
、
役
員

幹
事
四
名
、
即
ち
児
玉
、
佐
貫
、
坂
、

山
根
。

会
計
二
名
、
武
田
、
鹿
野
(
悦
)

地
区
役
員
、
北
海
道
地
区
二
名
と
し

本
間
敬
、
米
沢
久
悦
。

的
、
会
費
、

一
年
三
百
円
と
す
る
。
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